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　〔結果〕

　測定のWithin　assay　errorはC．V．3．7～9．0％，

Between　assay　errorはC．V．4．6～12．5％であった．

　One　Step　Sandwich法との相関はγ＝0．91と良

好であった．使用血清量，操作法，温度，などの

面からみても，日常の臨床検査に有用だと思われ

る．

4．CEA　Radioimmunoassay　Kit（ミドリ十字）の

　　使用経験（臨床的検討）
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　（目的）主として原子力公社により製造され，

ミドリ十字社によって輸入された二抗体法による

CEAの測定キットの結果を臨床的に検討し，ダ

イナボット社のサンドイッチ法と比較した．また

αFPとの結果をも比較した．

（方法）1976年夏以来正常者35例，良性疾患38

例，悪性腫瘍60例，その他について検討した．

（結果）正常者12ng／ml以下，良性疾患20数

ng／m1以下，悪性腫瘍の23％以上が20以上を示

したが0～1ng／mlが42％あった．

　年齢的に高齢者ほど，また女性より男性が，非

喫煙者が高値を示す傾向はあるが，現段階におい

ては統計的に有意ではない．二抗体法はサンドイ

ッチ法に比較して，高値の場合に極端に高くなる

ので印象的とはいえる．

　αFP値との対照において，低CEA，高αFPを

示す3例は肝癌，肝硬変であり，高CEA，低αFP

の7例中6例は転移（＋）のものであった．

　これは肝腫瘍の一次，二次性決定の一助となる．
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　甲状腺検査の簡略化がすすみ，Res－O－matに代

わるRes－O－mat　microtestが，またT4測定におい

てもRIA　kitが発表された．これらは，必要血液

量が少なくてすみ，検査時間も短縮され，また室

温で検査可能，等の簡易化された点が多く，しか

も従来の検査法による結果とよく相関するので今

後は広く使用される検査法となろう．

　甲状腺シンチについては2°1Tl　chlorideおよび

1231による発表がなされた．201Tl　chlorideでは，

従来negativで表現されたmassがpositivで表

現される便利さがあるが，悪性か否か診断および

Back　groundを考慮しての測定時間の決定等にっ

いては今後検討さるべき問題がある．1231使用の

場合は1311と同様の1mageをうることができる

だけでなく，橋本氏病の場合にはむしろ勝ってい

るようである．その上低エネルギー短半減期であ

るので今後甲状腺シンチに大いに利用さるべき核

種であろう．

5．Res・O・mat　T3　microtestによる甲状腺機能検査
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　今回，われわれは，甲状腺機能検査の一つとし

て，マリンクロット社より開発されたレゾマット

T3マイクロテストを実験したので，報告する．

原理は，従来のレゾマットT3と同じで，異なる

点は，核種（1L’51）・使用血清量（0．05　m1）・ローテ

ー ト時間（30分間）である．時間短縮が最大の特

徴である．

　対象は，甲状腺機能充進症14例，正常94例，

低下症3例の計111例である．おのおののTBC
Indexの平均値は，0．78土0．06：1．00土0．09：1．20±

0．08となり，マリンクロツト社のデータとほぼ一

致した．次に，111例について，レゾマットT3の

TBC　Indexとの相関を調べると，回帰直線y＝

0．82x＋0．18，相関係数0．74となった．また，両

者の差の検定を行なうと，tll1－0，1となった．以

上より，レゾマットT3とレゾマットT3マイク
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